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張
炎
、字
は
叔
夏
、号
は
玉
田
・
楽
笑
翁
。
淳
祐
八
年（
一
二
四
八
）、南
宋
の
名
家
に
生
ま
れ
た
が
、南
宋
滅
亡
後
は
遺
民
と
し
て
過
ご
し
、

延
祐
七
年
（
一
三
二
〇
）
頃
に
卒
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
王
沂
孫
・
周
密
と
共
に
南
宋
末
の
す
ぐ
れ
た
詠
物
詞
人
で
あ
り
、『
山

中
白
雲
詞
』
八
巻
の
詞
集
が
伝
わ
る
。
清
朝
詞
壇
で
は
、特
に
浙
西
派
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、戈
載
は
『
宋
七
家
詞
選
』
の
中
で
張
炎
を
「
詞

家
の
正
宗
」
と
称
え
る
な
ど
、
典
範
の
一
人
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
張
炎
は
、
自
ら
の
詞
学
の
集
大
成
と
し
て
最
晩
年
に
詞
論
書
『
詞
源
』

を
著
し
た
。
そ
れ
は
す
で
に
元
朝
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
清
朝
に
至
り
彼
の
詞
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

詞
論
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
詞
話
叢
編
」
を
検
す
る
と
三
十
を
越
え
る
詞
話
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
清
朝
詞
壇
に
与
え
た

影
響
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。

　

本
稿
で
は
『
詞
源
』
の
文
章
が
引
用
さ
れ
た
情
況
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詞
論
受
容
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、

引
用
本
文
か
ら
、
古
人
が
手
に
し
た
『
詞
源
』
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
ど
こ
に
着
目
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
。
筆
者
が
先
に
調
査
し
た
『
詞
源
』
の
出
版
情
況
や
諸
本
の
異
同①

と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
版
が
『
詞
源
』
受
容
に
及
ぼ
し
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た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
各
時
期
の
文
芸
の
状
況
を
背
景
に
張
炎
の
主
張
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
た
の
か
を
示
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一
、
元
朝
に
お
け
る
『
詞
源
』

　

現
在
通
行
し
て
い
る
『
詞
源
』
は
上
下
二
巻
、
底
本
は
「
元
起
善
斎
鈔
本
」
を
う
た
う
。
巻
上
は
音
楽
論
、
巻
下
は
文
学
論
を
展
開

す
る
が
、
上
下
巻
で
分
け
ら
れ
た
主
題
に
は
有
機
的
な
連
関
が
見
出
だ
し
難
い
。
ま
た
図
表
を
備
え
文
言
で
統
一
さ
れ
て
い
る
巻
上
に

比
べ
て
、
巻
下
は
白
話
が
混
在
す
る
文
章
で
あ
る
。
詞
社
で
の
実
際
の
指
導
を
も
と
に
先
に
成
立
し
た
巻
下
に
、
巻
上
を
書
き
加
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
成
立
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、『
詞
源
』
に
は
、
上
下
二
巻
か
ら
な
る
『
詞
源
』
名
諸
本
と
、
巻
下
に

対
応
す
る
『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
の
二
系
統
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
は
、『
詞
源
』
巻
下
で
は
、
序
、
音
譜
、
拍
眼
、
製
曲
、
句
法
、

字
面
、
虚
字
、
清
空
、
意
趣
、
詠
物
、
節
序
、
賦
情
、
離
情
、
令
曲
の
十
五
の
本
篇
と
雑
論
十
五
条
、
さ
ら
に
末
尾
に
楊
守
斎
作
詞
五

要
を
付
す
。
こ
れ
に
対
し
て
最
も
流
布
し
て
い
る
明
刊
本
の
『
楽
府
指
迷
』
で
は
、「
音
譜
」「
拍
眼
」
を
除
く
十
三
篇
と
雑
論
六
条
（
十
五

条
に
対
応
さ
せ
る
と
第
二
条
、
第
三
お
よ
び
四
条
、
第
五
条
、
第
六
の
末
尾
お
よ
び
七
条
、
第
八
条
、
第
十
条
）、
末
尾
に
は
楊
誠
斎
作
詞
五
要
を
付
録
し
、

『
詞
源
』
巻
下
に
比
し
て
節
略
が
あ
る
。

　

さ
て
、
張
炎
の
死
後
間
も
な
く
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
文
芸
論
が
二
種
著
さ
れ
た
。
張
炎
の
直
接
の
弟
子
で
あ
る
陸
輔
之
（
生

卒
年
不
詳
）
の
詞
論
『
詞
旨
』
と
、
や
や
後
の
顧
徳
輝
（
一
三
一
六
～
一
三
六
九
）
の
曲
論
『
製
曲
十
六
観
』
で
あ
る
。『
詞
旨
』
の
章
立

て
は
次
の
と
お
り
。

○
詞
説
七
則
、
属
対
凡
三
十
八
則
、
楽
笑
翁
奇
対
凡
二
十
三
則
、
警
句
凡
九
十
二
則
、
楽
笑
翁
警
句
凡
十
三
則
、
詞
眼
凡
二
十
六
則
、
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単
字
集
虚
凡
三
十
三
字
、
両
字
集
虚
（
欠
）、
三
字
集
虚
（
欠
）、

　
「
楽
笑
翁
奇
対
」「
楽
笑
翁
警
句
」
は
張
炎
の
詞
句
の
摘
要
で
あ
っ
て
、
張
炎
の
作
風
に
倣
お
う
と
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
ま
た

次
の
よ
う
に
言
う
。

○
詞
源
云
、
清
空
二
字
、
亦
一
生
受
用
不
尽
、
指
迷
之
妙
、
尽
在
是
矣
。
学
者
必
在
心
伝
耳
伝
、
以
心
会
意
、
当
有
悟
入
処
。

然
須
跳
出
窠
臼
外
、
時
出
新
意
、
自
成
一
家
。
若
屋
下
架
屋
、
則
為
人
之
賎
僕
矣
。（「
詞
説
七
則
」
其
五
）

こ
こ
に
は
填
詞
の
要
諦
が
清
空
説
に
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
陸
輔
之
は
張
炎
の
直
弟
子
で
あ
る
の
で
、
詞
会
の
席
上
、
師
の
言

葉
を
聞
き
書
き
し
た
可
能
性
も
高
い
。

　

し
か
し
元
末
明
初
の
顧
徳
輝
に
な
る
と
読
書
に
よ
っ
て
詞
学
を
学
ん
だ
に
違
い
な
い
。
彼
の
『
製
曲
十
六
観
』
は
「
序
」
以
外
の

十
六
条
各
末
尾
に
「
製
曲
者
当
作
此
観
」
の
一
文
を
置
く
曲
論
だ
が
、
そ
の
大
部
分
は
張
炎
の
詞
論
に
若
干
の
加
工
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
文
字
の
異
同
か
ら
、『
楽
府
指
迷
』
名
系
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
引
用
の
状
況
は
次
の
と
お
り
。

書
名
を
記
さ
な
い
条
の
出
典
は
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
、『
詞
源
』
名
テ
キ
ス
ト
と
の
対
応
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

第
一
条
：
序
、
第
二
条
：
製
曲
、
第
三
条
：
句
法
、
第
四
条
：
字
面
、
第
五
条
：
虚
字
、
第
六
条
：
清
空
、
第
七
条
：
意
趣
・

詠
物
お
よ
び
『
詞
旨
』「
詞
説
七
則
」
其
五
、
第
八
条
：
令
曲
、
第
九
条
：
雑
論
第
一
（『
詞
源
』
第
二
条
）
寛
工
の
説
、
第
十
条
：

雑
論
第
四
（『
詞
源
』
第
七
条
）
雅
正
の
説
、
第
十
一
条
：
用
事
、
第
十
二
条
：
詠
物
、
第
十
三
条
：
雑
論
第
二
（『
詞
源
』
第
三
条
）

三
不
和
の
説
、
第
十
四
条
：
賦
情
、
第
十
五
条
：
節
序
、
第
十
六
条
：
離
情
、
第
十
七
条
：
不
詳
お
よ
び
『
中
原
音
韻
』「
陰
陽
」

用
陰
字
法
・
用
陽
字
法

　
『
詞
源
』
巻
下
の
ほ
か
に
、先
に
挙
げ
た
『
詞
旨
』「
詞
説
七
則
」
其
五
と
『
中
原
音
韻
』
と
か
ら
の
抄
出
に
基
づ
い
て
い
る
。『
詞
旨
』

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
朝
に
お
い
て
す
で
に
『
詞
源
』
に
は
上
下
巻
の
二
巻
本
と
は
別
に
、『
楽
府
指
迷
』
名
系
統
の
巻
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下
の
み
の
テ
キ
ス
ト
が
『
詞
旨
』
と
合
わ
せ
て
通
行
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
『
製
曲
十
六
観
』
は
曲
論
を
標
榜
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曲
論
で
あ
る
『
中
原
音
韻
』
二
巻
か
ら
は
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
と

歌
辞
の
音
調
と
の
和
合
を
説
く
「
陰
陽
」
の
一
条
し
か
引
用
し
な
い
。
張
炎
の
死
後
す
み
や
か
に
、
あ
る
い
は
彼
の
在
世
中
か
ら
、『
詞

源
』
は
曲
に
応
用
可
能
な
歌
辞
論
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
詞
源
』
は
広
く

知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る②

。

　
　
　

二
、『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
の
出
版
と
明
の
詞
論

　

一
般
的
に
言
っ
て
明
朝
は
詞
の
衰
退
期
と
さ
れ
る
。
小
説
や
演
劇
の
発
展
、
古
文
辞
派
や
公
安
派
、
竟
陵
派
と
華
々
し
い
詩
文
の
陰

に
隠
れ
て
明
詞
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
『
全
宋
詞
』
に
収
録
す
る
詞
は
一
三
三
〇
人
余
の
二
万
首
弱
、『
全
明
詞③

』

は
一
三
九
〇
人
余
の
約
二
万
首
と
、
識
字
層
の
拡
大
を
考
慮
す
れ
ば
割
合
と
し
て
は
少
な
い
が
、
な
お
一
定
の
受
容
層
は
存
在
し
た
と

言
え
よ
う
。
そ
の
情
況
は
大
き
く
二
期
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
明
朝
初
期
は
元
末
と
連
続
し
て
い
た
。
元
・
至
大
二
年
（
一
三
〇
九
）

に
生
ま
れ
明
・
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）
に
没
し
た
邵
亨
貞
は
南
宋
・
周
密
の
「
倣
顰
十
解
」
の
後
を
襲
っ
て
「
擬
古
十
首
」
を
つ
く

り
、
南
宋
末
の
詞
壇
を
敬
慕
し
て
い
る
。
ま
た
、
重
陽
の
節
句
に
友
人
た
ち
と
詞
会
を
開
い
た
り
、「
龍
洲
先
生
（
劉
過
）
以
此
詞
詠
指

甲
・
小
脚
、
為
絶
代
膾
炙
」
と
序
し
て
美
人
の
眉
と
目
を
詠
じ
た
り④

し
た
。
こ
れ
ら
は
張
炎
の
詞
論
の
そ
れ
ぞ
れ
節
序
篇
・
詠
物
篇

と
同
じ
趣
旨
で
、
少
な
く
と
も
彼
の
当
時
ま
で
は
詞
壇
一
般
の
認
識
が
張
炎
の
そ
れ
と
連
続
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
永
楽
（
一
四
〇
三

～
二
四
）
以
後
に
は
変
化
が
生
じ
た
よ
う
で
、南
宋
詞
に
対
す
る
評
価
は
下
降
し
た
。
万
暦
（
一
五
七
三
～
一
六
一
九
）
以
後
に
お
い
て
は
『
花

草
粋
編
』
や
『
草
堂
詩
余
』
な
ど
の
詞
選
集
が
幾
種
類
も
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、民
間
出
版
業
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
っ
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

て
、
詞
を
読
む
こ
と
は
容
易
に
な
っ
た
。
作
品
も
こ
の
時
期
以
後
の
ほ
う
が
多
い
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
張
炎
詞
論
の
明
朝
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
流
布
の
状
況
を
概
観
す
る
と
、
明
朝
に
お
い
て
は
張
炎
の
詞
論
は
二
巻
本
の

『
詞
源
』
と
し
て
で
は
な
く
、
巻
下
だ
け
が
『
楽
府
指
迷
』
の
名
で
受
容
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
鈔
本
と
し
て
は
、
北
京
図
書
館
が

明
鈔
本
『
詞
源⑤

』を
所
蔵
す
る
。
こ
れ
は
二
巻
本
『
詞
源
』
で
あ
る
。
鈔
本
の
『
詞
源
』
は
ほ
か
に
も
存
在
し
た
だ
ろ
う
が
、
ご
く
一

部
に
知
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
の
『
詞
源
』
巻
下
を
節
略
し
た
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
は
明
朝
中
頃
で
、書
名
は
『
楽

府
指
迷
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
に
は
、
一
巻
の
も
の
と
『
詞
旨
』
と
合
刻
し
て
二
巻
と
し
た
も
の
の
二

種
が
あ
る
。

　
『
楽
府
指
迷
』
名
一
巻
本
は
、
明
の
茅
一
相
等
編
『
欣
賞
編
』
第
八
冊
、『
広
百
川
学
海
』
壬
集
、『
説
郛
続
』
炳
三
十
四
に
収
載
さ

れ
る
三
本
が
ま
ず
出
版
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
三
本
は
、
同
一
の
版
木
を
用
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
万
暦
以
後
の
出
版
で
あ
ろ

う⑥

。

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
系
統
の
『
楽
府
指
迷
』
名
一
巻
本
に
、『
詩
余
広
選⑦

』
付
刻
の
「
雑
説
」
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
楽
府
指
迷　

張
玉
田
」

が
あ
る
。
各
篇
お
よ
び
雑
論
各
条
は
改
行
す
る
だ
け
で
篇
名
を
記
さ
ず
、
意
趣
・
賦
情
・
離
情
の
各
篇
を
欠
き
、
本
文
に
も
脱
落
が
多

い⑧

。
た
だ
し
雑
論
十
五
条
す
べ
て
を
収
録
す
る
点
は
他
の
『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
と
異
な
る
。
さ
ら
に
「
楽
府
指
迷
」
に
続
け
て
「
作

詞
五
要　

楊
万
里
」
を
載
せ
る
が
、
別
本
と
し
て
並
列
す
る
。「
楽
府
指
迷
」「
作
詞
五
要
」
と
も
に
そ
の
他
の
明
刊
本
と
の
文
字
の
異

同
が
多
く
、
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
い
。
な
お
、「
氏
籍
」
に
「
張
玉
田　

著
楽
府
指
迷
」
と
の
み
記
し
、
ま
た
雑
説
所
収
の

他
の
詞
論
の
作
者
に
つ
い
て
は
本
姓
名
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
編
者
の
卓
人
月
（
一
六
〇
六
～
三
六
）
は
張
玉
田
を
張
炎
と

同
定
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

陳
継
儒
輯
「
宝
顔
堂
秘
笈
続
函
」
収
載
の
『
楽
府
指
迷
』（
以
下
、続
秘
笈
本
と
称
す
る
）
は
、『
詞
源
』
巻
下
を
巻
上
と
し
、陸
輔
之
の
『
詞
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旨
』
を
巻
下
と
す
る
二
巻
本
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
基
本
的
に
は
欣
賞
編
と
同
じ
。「
宝
顔
堂
秘
笈
正
集
」
の
序
は
万
暦
三
十
四
年

（
一
六
〇
六
）、「
広
集
」
の
序
は
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
で
あ
る
の
で
、
続
集
所
収
の
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
間
の
八
年
間
に
刻
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
が
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
詞
を
填
す
る
人
々
に
歓
迎
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。『
詩
余

広
選
』
に
は
張
炎
の
「
楽
府
指
迷
」、
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
刊
『
花
草
粋
編
』
十
二
巻
は
南
宋
・
沈
義
父
の
「
楽
府
指
迷
」
等
と
、

詞
選
集
に
詞
論
を
付
録
し
た
の
も
読
者
の
要
求
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
明
朝
で
は
詞
論
そ
れ
自
体
を
研
究
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
填
詞
の
参
考
と
し
て
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
執
筆
さ

れ
た
詞
話
は
少
な
く
、『
詞
話
叢
編
』
に
は
陳
霆
（
？
～
一
五
一
五
頃
）
の
『
渚
山
堂
詞
話
』（
嘉
靖
刊
本
）、王
世
貞
（
一
五
二
六
～
九
〇
）
の
『
芸

園
卮
言
』、兪
彦
（
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
の
進
士
）
の
『
爰
園
詞
話
』、楊
慎
（
一
四
八
五
～
一
五
五
九
）
の
『
詞
品
』（
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）

序⑨
）の
四
種
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
張
炎
詞
論
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。『
渚
山
堂
詞
話
』
の
著
者
陳
霆
お
よ
び
『
詞
品
』

の
著
者
楊
慎
は
年
代
的
に
は
刊
本
あ
る
い
は
鈔
本
の
『
詞
源
』
を
目
に
し
た
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
『
芸
園
卮
言
』
の
著
者
王
世
貞
は

古
文
辞
派
後
七
子
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
曲
論
も
著
し
、
当
時
有
数
の
蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
の
で
、
検
討
を
要
す
る
。

　

王
世
貞
は
詞
で
は
正
宗
変
体
の
説
を
た
て
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
正
宗
と
し
て
李
煜
、
晏
殊
、
晏
幾
道
、
柳

永
、
張
先
、
周
邦
彦
、
秦
観
、
李
清
照
の
名
を
挙
げ⑩

、
北
宋
詞
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
れ
は
陶
子
珍
が
「
明
代
詞
選
、
就
内
容
方
面
言
、

其
整
体
選
詞
之
趨
勢
、
以
《
草
堂
詩
余
》
為
発
展
主
軸
」、「
詞
選
中
作
品
数
量
最
多
之
前
三
位
者
、
…
以
北
宋
周
邦
彦
・
蘇
軾
・
秦
観

三
人
詞
作
、
入
選
之
比
例
最
高
」
と
言
う⑪

の
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
蔵
書
家
で
あ
る
王
世
貞
の
場
合
、『
楽
府
指
迷
』
名
テ

キ
ス
ト
を
見
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
も
し
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、
自
ら
の
主
張
と
異
な
っ
て
姜
夔
を
最
高
の
詞
人
と
し
て
称

揚
し
南
宋
詞
を
評
価
す
る
張
炎
に
は
敢
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る⑫

。
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

　

こ
こ
で
、
他
の
文
芸
論
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
張
炎
詞
論
の
眼
目
で
あ
る
「
清
空
」
の
語
は
、
王
世
貞
の
後
輩
で
あ
る
胡
応
麟
の

詩
論
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

胡
応
麟
（
生
卒
年
不
詳
）
は
王
世
貞
に
激
賞
さ
れ
た
詩
人
で
ま
た
学
者
で
あ
り
、
四
万
二
千
三
百
八
十
四
巻⑬

を
所
蔵
し
た
当
時
屈
指
の

蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
詩
論
、
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
序
を
持
つ
『
詩
藪
』
の
外
篇
巻
一
「
周
漢
」
に
は
、

○
詩
与
文
体
迥
不
類
、
文
尚
典
実
、
詩
貴
清
空
、
詩
主
風
神
、
文
先
理
道
、

と
あ
り
、
清
空
は
詩
の
理
想
の
境
地
を
指
す
か
の
よ
う
で
あ
る⑭

。
し
か
し
、
個
々
の
項
目
に
お
け
る
清
空
を
検
討
す
る
と
必
ず
し
も
褒

義
で
は
な
い
。

○
五
言
律
体
、
極
盛
於
唐
、
要
其
大
端
、
亦
有
二
格
、
陳
杜
沈
宋
典
麗
精
工
、
王
孟
儲
韋
清
空
閑
遠
、
此
其
概
也
、（
内
篇
巻
四
「
近

体
上
・
五
言
」）

唐
詩
の
五
言
律
詩
は
「
典
麗
精
工
」
と
「
清
空
閑
遠
」
と
の
二
種
の
格
調
に
分
け
ら
れ
、
後
者
の
詩
人
と
し
て
王
維
・
孟
浩
然
・
儲
光

羲
・
韋
応
物
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る⑮

。
彼
ら
は
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
活
躍
し
た
自
然
詩
人
で
あ
る
。
ま
た
中
唐
の
詩
風
に
つ
い

て
も
次
の
よ
う
に
清
空
と
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
短
詩
型
に
適
し
た
詩
風
で
あ
っ
て
七
言
律
詩
や
五
言
排
律
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
見
て
い
る
。

○
初
唐
体
質
濃
厚
、
格
調
整
斉
、
時
有
近
拙
近
板
処
、
盛
唐
気
象
渾
成
、
神
韻
軒
挙
、
時
有
太
実
太
繁
処
、
中
唐
淘
洗
清
空
、

写
送
流
亮
、
七
言
律
至
是
、
殆
於
無
可
指
摘
、
而
体
格
漸
卑
、
気
運
日
薄
、
衰
態
畢
露
矣
、（
内
篇
巻
五
「
近
体
中
・
七
言
」）

○
大
概
中
唐
以
後
、
稍
厭
精
華
、
漸
趨
淡
浄
、
故
五
七
言
律
清
空
流
暢
、
時
有
可
観
。
至
排
律
亦
仿
此
、
則
躓
矣
、（
内
篇
巻
四
「
近

体
上
・
五
言
」）

こ
れ
ら
の
清
空
は
「
典
実
・
典
麗
・
濃
厚
・
渾
成
」
と
対
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
次
の
よ
う
に
清
空
は
「
淡
」
と
関
連
し
、
そ
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う
し
た
詩
風
は
弱
さ
に
陥
り
や
す
い
。

○
唐
以
淡
名
者
、
張
王
韋
孟
四
家
、
…
蓋
詩
富
碩
則
格
調
易
高
、
清
空
則
体
気
易
弱
、（
内
篇
巻
四
「
近
体
上
・
五
言
」）

○
七
言
律
声
長
語
縦
、
体
既
近
靡
、
字
櫛
句
比
、
格
尤
易
下
、
材
富
力
強
、
猶
或
難
之
、
清
空
文
弱
、
可
登
此
檀
乎
、（
内
篇
巻
三

「
古
体
下
・
七
言
」）

　

以
上
の
よ
う
に
、
胡
応
麟
の
詩
論
に
お
い
て
は
、
清
空
は
詩
の
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
は
あ
る
が
、
盛
唐
の
詩
を
高
く
評
価
し
た
古

文
辞
派
に
あ
っ
て
、
中
唐
の
詩
風
を
い
う
清
空
の
語
が
貶
義
に
傾
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
盛
唐
詩
中
唐
詩
評
価
の

議
論
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
胡
応
麟
の
清
空
は
何
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
屈
指
の
蔵
書
家
だ
っ
た
胡
応
麟
で
あ
れ
ば
、
鈔
本
『
詞
源
』
あ
る
い
は
刊
本
の
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
可
能

性
は
高
い
。
た
だ
ど
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
、
張
炎
自
身
は
清
空
篇
に
「
清
空
質
実
之
説
」
を
標
榜
し
て
お
り
、「
清
空
」
の
対
義

語
は
「
質
実
」
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
胡
応
麟
が
質
実
に
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
の
は
、
彼
が
依
っ
た
の
が
張
炎
の
詞

論
で
は
な
く
、
周
密
の
詩
論
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

南
宋
の
周
密
は
張
炎
の
父
と
同
世
代
で
、
張
炎
父
子
と
二
代
に
わ
た
っ
て
交
遊
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
多
く
の
筆
記
を
残
し
て
い

る
。
胡
応
麟
は
宋
末
の
馬
端
臨
の
『
文
献
通
考
』
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
に
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

○
南
渡
以
還
書
多
端
臨
『
通
考
』
所
未
載
者
、
余
所
見
小
説
家
如
『
西
渓
叢
語
』『
癸
辛
雑
識
』
等
不
下
数
十
種
。
蓋
馬
氏
所
拠

大
率
本
晁
・
陳
二
家
、
自
余
宋
末
諸
人
所
著
或
未
及
行
世
、『
通
考
』
雖
成
於
元
世
、
其
時
兵
革
劻
勷
、
無
縁
掇
拾
、
今
承
平
日
久
、

故
漸
出
人
間
、
不
得
以
為
偽
也
。（『
少
室
山
房
筆
叢
』「
経
籍
会
通
」
三
）

　

宋
末
の
筆
記
の
多
く
は
当
時
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
。
右
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
癸
辛
雑
識
』
は
周
密
の
著
書
で
あ
る
。
胡
応
麟
の

文
章
に
は
こ
の
ほ
か
『
斉
東
野
語
』
や
『
武
林
旧
事⑯

』
も
引
か
れ
て
い
て
、
周
密
の
筆
記
に
対
す
る
胡
応
麟
の
評
価
は
高
い
。
そ
の
周
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

密
の
『
浩
然
斎
雅
談
』
巻
上
に
は
、

○
水
心
翁
（
葉
適
）
以
抉
雲
漢
分
天
章
之
才
、
未
嘗
軽
可
一
世
、
乃
于
四
霊
若
自
以
為
不
及
者
、
何
耶
。
此
即
昌
黎
之
于
東
野
、

六
一
之
于
宛
陵
也
。
惟
其
富
贍
雄
偉
、
欲
為
清
空
而
不
可
得
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
清
空
は
永
嘉
の
四
霊
の
詩
の
境
界
を
指
し
、「
富
贍
雄
偉
」
で
あ
る
葉
適
に
は
作
れ
な
い
作
風
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
先
に
挙
げ
た
胡
応
麟
の
「
富
碩
則
格
調
易
高
、
清
空
則
体
気
易
弱
」
は
本
条
を
背
景
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
胡
応
麟
の
著

作
に
周
密
の
『
浩
然
斎
雅
談
』
の
書
名
を
見
い
だ
せ
な
い
の
で
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、
周
密
の
詩
論
の
影
響
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
張
炎
の
詞
論
を
排
し
た
理
由
が
王
世
貞
と
同
じ
く
そ
の
文
学
的
立
場
な
の
か
、
あ
る
い
は
詩
詞
の
文
体

を
峻
別
し
た
か
ら
な
の
か
、
定
見
を
持
つ
に
到
ら
な
い
。

　

胡
応
麟
の
依
拠
し
た
所
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
八
）
周
子
文
編
著
『
芸
藪
談
宗
』
の
「
少
室
山
房
詩
評
」、

崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
許
学
夷
の
『
詩
源
弁
体
』、
胡
震
亨
編
著
『
唐
音
癸
籖
』
な
ど
は
「
胡
元
瑞
（
胡
応
麟
の
字
）
曰
く
」
と
し
て
彼

の
清
空
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
明
人
に
と
っ
て
は
「
胡
応
麟
の
清
空
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戯
曲
も
作
っ
た
万
暦
の
進
士
屠
隆

の
「
唐
人
…
悲
壮
沈
鬱
、
清
空
流
利
、
迥
乎
不
斉
（『
芸
藪
談
宗
』「
与
友
人
論
詩
」）」、
明
末
の
京
嗣
宗
の
「
大
暦
諸
子
、
一
味
清
空
流
転
、

非
惟
失
盛
唐
之
化
境
、
並
美
大
失
之
矣
（『
説
詩
補
遺
』
巻
五
）」
や
廬
世
㴶
の
「
万
転
千
迴
、
清
空
一
気
、
純
是
涙
点
、
都
無
墨
痕
（『
読

杜
私
言
』
論
七
言
律
詩
）」
も
そ
れ
を
承
け
て
展
開
し
た
。

　

次
に
、曲
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
明
末
の
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
刊
刻
さ
れ
た
王
驥
徳
（
？
～
一
六
二
三
）
の
『
曲
律
』
巻
三
「
論

用
事
第
二
十
一
」
に
、

○
玉
玦
句
句
用
事
、
如
盛
書
櫃
子
、
翻
使
人
厭
悪
、
故
不
如
拝
月
一
味
清
空
、
自
成
一
家
之
為
愈
也
、

の
一
文
が
あ
る
。「
清
空
」
を
「
用
事
」
と
直
接
関
係
づ
け
る
こ
と
は
す
で
に
胡
応
麟
の
『
詩
藪
』
に
「
用
事
…
婉
転
清
空
、了
無
痕
跡
、
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縦
横
変
幻
、莫
測
端
倪
（
内
篇
巻
四
「
近
体
上
・
五
言
」）」
と
あ
る
。
ま
た
曲
論
で
の
言
及
で
あ
る
の
で
、王
驥
徳
は
『
製
曲
十
六
観
』
に
依
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
は
幾
種
類
も
出
版
さ
れ
て
い
て
、直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

胡
応
麟
の
影
響
だ
け
を
受
け
た
と
は
考
え
に
く
い
情
況
が
出
現
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
清
空
と
は
誰
の
ど
う
い
う
考
え
か
を
改
め
て
考

察
す
る
ま
で
も
な
く
理
解
が
可
能
な
共
通
の
文
芸
批
評
用
語
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

明
代
後
半
の
情
況
を
総
合
し
て
み
る
と
、
万
暦
以
後
に
は
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
が
叢
書
に
収
載
さ
れ
て
出
版
さ
れ
、
こ
の
時

期
の
張
炎
詞
論
と
は
『
楽
府
指
迷
』
と
し
て
通
行
し
た
巻
下
の
文
学
論
で
あ
っ
た
。
清
空
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
た
が
、
詞
論
が
そ
の

ま
ま
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、
張
炎
が
唱
導
し
た
雅
詞
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
や
、
王
世
貞
を

典
型
と
す
る
明
人
の
文
学
的
嗜
好
、
す
な
わ
ち
盛
唐
詩
・
北
宋
詞
の
流
行
と
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
版
本
の
流
通
だ
け
で
は
こ
う
し

た
情
況
が
一
変
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
変
化
を
促
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

三
、
清
朝
前
半
の
『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
の
刊
行
と
張
炎
詞
論
の
普
及

　

清
朝
の
学
術
は
多
彩
に
発
展
し
た
。
詞
で
は
、朱
彜
尊
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
）
を
宗
主
と
し
て
清
初
の
詞
壇
を
席
巻
し
た
浙
西
派
と
、

張
恵
言
（
一
七
六
一
～
一
八
〇
二
）
を
宗
主
と
し
て
清
代
後
期
に
台
頭
し
た
常
州
派
が
有
名
で
あ
る
。

　

神
韻
説
を
唱
え
た
詩
論
家
と
し
て
有
名
な
王
士
禎
（
一
六
三
四
～
一
七
二
二
）
は
、『
花
草
蒙
拾
』
で
神
韻
を
適
用
し
て
詞
論
を
展
開
し

て
い
る
。
朱
彜
尊
よ
り
五
歳
年
少
だ
が
、
詞
の
方
面
で
の
活
躍
は
朱
彜
尊
よ
り
も
早
か
っ
た
の
で
、
浙
西
派
よ
り
も
先
に
言
及
さ
れ
る

べ
き
存
在
で
あ
る
。
彼
の
『
花
草
蒙
拾
』
に
は
『
詞
源
』
詠
物
篇
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

○
張
玉
田
謂
詠
物
最
難
。
体
認
稍
真
、
則
拘
而
不
暢
、
模
写
差
遠
、
則
晦
而
不
明
。（「
史
姜
詠
物
絶
唱
」）
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

　
『
填
詞
雑
説
』
の
著
者
沈
謙
（
一
六
二
〇
～
一
六
七
〇
）、『
遠
志
斎
詞
衷
』
の
著
者
鄒
祇
謨
（
一
六
三
〇
？
～
一
六
七
〇
）、『
金
粟
詞
話
』

の
著
者
彭
孫
遹
（
一
六
三
一
～
一
七
〇
〇
）
ら
は
王
士
禎
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
張
炎
の
詞
論
を
引
用
す
る⑰

。
ま
た
直
接
の

引
用
で
は
な
い
が
、『
遠
志
斎
詞
衷
』
の
「
詠
物
固
不
可
不
似
、
尤
忌
刻
意
太
似
。
取
形
不
如
取
神
、
用
事
不
若
用
意
。
宋
詞
至
白
石
、

梅
渓
、
始
得
箇
中
妙
諦
」、『
金
粟
詞
話
』
の
「
詠
物
詞
、
極
不
易
工
…
…
始
幾
幾
乎
与
白
石
、
梅
渓
拮
抗
今
古
矣
」
と
も
張
炎
の
詠
物

篇
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
張
炎
が
推
賞
し
た
白
石
（
姜
夔
）・
梅
渓
（
史
達
祖
）
の
詠
物
詞
を
最
高
と
す
る
評
価
が
共
通
認
識
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
た
だ
し
彼
ら
の
議
論
は
体
系
的
に
張
炎
の
詞
論
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
詠
物
詞
に
関
心
が
向

か
っ
て
い
る
。
ま
だ
清
朝
の
版
行
は
行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
彼
ら
が
読
ん
だ
の
は
明
刊
本
『
楽
府
指
迷
』
名
系
統
の
テ
キ
ス

ト
だ
っ
た
。
王
士
禎
は
『
花
草
蒙
拾
』
に
『
詞
旨
』
か
ら
「
対
句
好
可
得
、起
句
好
難
得
、収
拾
全
籍
出
場
」「
前
輩
謂
史
梅
渓
之
句
法
、

呉
夢
窓
之
字
面
」
を
引
用
し
て
お
り
『
詞
旨
』
と
合
刻
さ
れ
た
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
に
違
い
な
い
。

　

以
上
の
諸
家
や
彼
ら
に
続
く
浙
西
詞
派
は
、
明
朝
の
北
宋
詞
評
価
と
は
異
な
っ
て
雅
詞
を
提
唱
し
、
姜
夔
・
張
炎
ら
を
称
揚
し
た⑱

。

張
炎
の
詞
論
も
よ
う
や
く
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
張
炎
の
詞
論
そ
の
も
の
を
研
究
す
る
前
に
、
詞
の
復
興
、
詞
論
の
捜

集
が
急
が
れ
た
よ
う
だ
。

　

康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）
以
前
に
成
っ
た
王
又
華
の
『
古
今
詞
論⑲

』
は
時
代
順
に
浙
西
派
以
前
の
詞
論
を
集
め
た
詞
論
研
究
の
資

料
集
と
い
っ
た
趣
の
本
だ
が
、
巻
頭
に
「
楊
守
斎
詞
論
」
と
し
て
楊
纉
の
「
作
詞
五
要
」
全
文
を
掲
げ
、
次
に
張
炎
の
製
曲
・
句
法
・

字
面
・
清
空
・
用
字
・
詠
物
・
令
曲
・
雑
論
（『
楽
府
指
迷
』
第
一
条
、『
詞
源
』
第
二
条
）
の
八
篇
か
ら
一
部
を
抜
粋
す
る
。
彼
が
引
用
し

た
の
は
明
刊
本
で
は
な
く
、
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
後
述
の
城
書
室
蔵
版
『
山
中
白
雲
詞
』
付
録
『
楽
府
指
迷
』
と
同
系
統
の

テ
キ
ス
ト
と
推
定
さ
れ
る⑳

。
詞
の
復
興
は
作
品
校
定
の
方
面
で
も
行
わ
れ
、
清
朝
に
お
い
て
詞
を
復
興
す
る
の
に
大
功
の
あ
っ
た
万

樹
（
？
～
一
六
八
七
頃
）
は
『
詞
律
』
を
編
集
し
た
。
康
煕
二
十
六
年
（
一
六
八
七
）
の
自
叙
に
は
「
作
詞
五
要
」
第
一
要
を
指
す
「
誠
斎
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垂
法
于
択
腔
」
の
句
が
あ
る
。
万
樹
が
参
考
と
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、序
文
中
に
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
る
『
詞
統
』
つ
ま
り
前
節
の
『
詩

余
広
選
』
で
あ
ろ
う
。
ま
た
翌
年
の
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
に
は
沈
雄
『
古
今
詞
話
』・
徐
釚
『
詞
苑
叢
談
』
が
刊
行
さ
れ
た
。『
古

今
詞
話
』
は
「
楊
万
里
（
楊
誠
斎
の
名
）
曰
」
と
し
て
「
作
詞
五
要
」
を
引
く
の
で
、
万
樹
と
同
じ
く
『
詩
余
広
選
』
を
見
た
と
思
わ
れ

る㉑

。

　

読
者
の
増
大
は
テ
キ
ス
ト
の
需
要
を
呼
び
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
の
ち
清
朝
前
半
に
お
い
て
は
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト

の
刊
行
が
続
い
た
が
、
康
煕
勅
撰
雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）
の
「
古
今
図
書
集
成
」
文
学
典
詞
曲
部
総
論
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
、
同

じ
雍
正
四
年
の
序
を
冠
す
る
城
書
室
蔵
版
『
山
中
白
雲
詞
』
付
録
の
『
玉
田
先
生
楽
府
指
迷
』（
以
下
、
城
書
室
本
と
称
す
る
）
が
早
い
。

こ
の
う
ち
古
今
図
書
集
成
本
は
二
系
統
の
明
刊
本
に
詩
集
な
ど
に
よ
る
校
訂
を
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
部
の
百
科
全
書
で

あ
っ
て
一
般
に
普
及
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

一
方
の
城
書
室
本
に
つ
い
て
は
、「
楡
園
叢
刻
」
の
編
者
、
許
増
（
一
八
二
四
～
一
九
〇
三
）
が
、

○
曹
南
巣
付
刻
於
白
雲
詞
之
後
、
復
加
刪
乙
、
所
存
才
什
之
二
三
、

と
評
す
る
と
お
り
、
清
・
曹
炳
曽
校
訂
の
張
炎
の
詞
集
『
山
中
白
雲
詞
』
に
付
録
さ
れ
た
も
の
で
、
明
刊
『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
に
比

べ
、
全
文
が
短
い
。「
意
趣
・
賦
情
・
離
情
・
作
詞
五
要
」
の
四
篇
を
欠
き
、
雑
論
篇
は
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
脱
落
が
多
い
。
ま
た
、

篇
名
を
持
た
ず
、
引
用
さ
れ
る
詞
は
詞
牌
だ
け
を
挙
げ
、
ほ
と
ん
ど
本
文
を
脱
落
す
る
点
は
前
節
に
紹
介
し
た
『
詩
余
広
選
』
付
録
と

同
じ
。
許
増
の
言
う
よ
う
な
単
純
な
刪
節
で
は
な
く
、
明
刊
本
と
は
別
系
統
の
鈔
本
を
刻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

浙
西
詞
派
の
隆
盛
に
と
も
な
っ
て
、『
山
中
白
雲
詞
』
の
刊
行
は
読
者
に
喜
ば
れ
た
。
曹
炳
曽
は
「
書
姜
白
石
集
後
」
に

○
玉
田
嘗
称
白
石
為
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
跡
。
不
惟
清
虚
、
兼
又
騒
雅
。
両
人
之
詞
、
実
属
一
家
。
余
既
刻
『
山
中
白
雲
詞
』、

欲
並
雕
尭
章
先
生
『
白
石
詞
』
以
成
合
璧
、
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

と
述
べ
て
い
る
。
大
部
な
叢
書
に
収
録
さ
れ
た
明
刊
本
の
張
炎
詞
論
は
、
購
入
す
る
に
せ
よ
筆
鈔
す
る
に
せ
よ
入
手
は
容
易
で
な
い
。

当
時
の
人
々
に
は
城
書
室
本
は『
山
中
白
雲
詞
』と
と
も
に
読
め
る
新
資
料
の
出
現
と
し
て
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、『
詞

苑
萃
編
』（
嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
成
書
）、『
蒿
庵
論
詞
』『
詞
学
集
成
』
の
各
書
は
、
城
書
室
本
を
引
用
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
続
い
て
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
が
数
種
類
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
校
訂
作
業
は
張
炎
詞
論
を
読
み
解
く
作
業
に
こ
と
な
ら

な
い
。
以
下
に
そ
の
情
況
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
詩
話
の
叢
書
で
あ
る
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
刊
「
詩
触
」（
清
・
朱
棪
撰
）
は
『
楽
府
指
迷
』
に
続
け
て
『
詞
旨
』
を
置
い
て
お
り
、

全
体
の
構
成
は
明
刊
本
と
同
じ
。
七
十
一
箇
所
に
の
ぼ
る
続
秘
笈
本
と
の
異
同
の
う
ち
六
十
箇
所
は
挙
例
の
詞
句
で
あ
る
。
古
今
図
書

集
成
本
も
こ
れ
と
同
様
に
挙
例
の
詞
句
の
校
訂
を
行
っ
て
お
り
、『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
に
引
用
さ
れ
た
詞
の
校
訂
作
業
は
、
各

詞
集
の
校
訂
と
相
俟
っ
て
進
ん
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、城
書
室
本
が
重
要
な
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
乾
隆
四
十
四
年（
一
七
七
九
）に
は
張
宗
橚
「
詞
林
紀
事
」

付
録
『
楽
府
指
迷
』（
以
下
、紀
事
本
）
が
刊
行
さ
れ
た
。「
作
詞
五
要
」
は
載
せ
ず
、明
刊
本
を
底
本
と
し
て
、城
書
室
本
お
よ
び
詩
触
本
、

そ
れ
に
二
巻
本
も
合
わ
せ
て
全
面
的
な
校
訂
を
施
し
、な
お
文
意
の
通
ら
な
い
箇
所
に
は
注
記
を
施
し
て
い
る㉒

。
更
に
詞
源
篇
末
の「
蒿

廬
師
云
、
詞
既
成
以
下
十
二
句
、
与
唐
子
西
論
詩
相
似
」、
句
法
篇
末
の
「
蒿
廬
師
云
、
只
要
以
下
四
句
、
名
通
之
論
、
非
経
営
惨
澹

者
不
知
也
」
な
ど
、
十
箇
所
に
解
説
が
付
さ
れ
、
張
炎
の
詞
論
を
解
読
し
よ
う
と
い
う
方
針
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、次
節
に
述
べ
る
『
詞
源
』
刊
行
後
に
な
る
が
、道
光
十
四
年
（
一
八
三
四
）
刊
行
の
范
鍇
（
一
七
六
五
～
一
八
四
四
）
の
「
范
声
山
雑
著
」

所
収
本
（
以
下
、雑
著
本
）
は
、嘉
慶
（
一
七
九
六
～
一
八
二
〇
）
の
初
め
に
入
手
し
た
「
鈔
本
楽
府
指
迷
十
数
頁
」
を
校
正
し
た
も
の
と
言
う㉓

。

欠
文
を
全
面
的
に
補
っ
て
い
る
ほ
か
に
雑
著
本
の
み
の
異
文
が
三
十
六
箇
所
見
ら
れ
、
全
面
的
な
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
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道
光
十
六
年
（
一
八
三
六
）
の
序
を
持
つ
戈
載
（
一
七
八
六
～
一
八
五
六
）
の『
宋
七
家
詞
選
』冒
頭
に
付
録
す
る「
玉
田
先
生
楽
府
指
迷
」（
以

下
、詞
選
本
と
称
す
る
）は
、雍
正
序
刊
城
書
室
本
と
同
文
で
あ
る
。
戈
載
は
道
光
八
年（
一
八
二
八
）以
前
に
現
在
定
本
と
さ
れ
る
秦
恩
復「
詞

学
叢
書
」
所
収
の
再
刊
二
巻
本
『
詞
源
』
を
校
訂
し
て
お
り
（
後
述
）、『
宋
七
家
詞
選
』
に
は
あ
え
て
城
書
室
本
を
採
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
成
果
公
開
の
側
面
を
持
つ
諸
本
刊
行
の
背
景
に
は
、
こ
の
当
時
、
張
炎
の
詞
論
が
注
目
を
集
め
な
が
ら
も
ま
だ
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
』（
乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
））
巻
二
〇
〇
に
は
『
楽
府
指
迷
一
巻
』
を

著
録
し
、
続
秘
笈
本
や
城
書
室
本
・
学
海
類
編
本
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
別
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

○
考
宋
張
炎
『
楽
府
指
迷
』
曰
、
粤
自
隋
唐
以
来
、
声
詩
間
為
長
短
句
、
至
唐
人
則
尊
前
・
花
間
集
。
似
乎
此
書
与
花
間
集
皆

為
五
代
旧
本
。
然
『
楽
府
指
迷
』
一
云
沈
伯
時
作
、
又
云
顧
阿
英
作
、
其
為
真
出
張
炎
与
否
、
蓋
未
可
定
。（
巻
一
九
九
「
尊
前
集

二
巻
」
提
要
）

　
『
楽
府
指
迷
』
の
書
名
を
持
つ
張
炎
『
詞
源
』
と
沈
義
父
の
「
楽
府
指
迷
」、
全
編
に
わ
た
っ
て
『
詞
源
』
巻
下
を
下
敷
き
に
し
た
顧

徳
輝
『
製
曲
十
六
観
』、
こ
の
三
者
の
関
係
は
当
時
ま
だ
定
説
を
見
て
お
ら
ず
、『
詞
源
』
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た㉔

。

　

雍
正
四
年
の
古
今
図
書
集
成
本
・
城
書
室
本
の
出
版
か
ら
一
一
〇
年
後
の
『
宋
七
家
詞
選
』・「
范
声
山
雑
著
」
所
収
本
ま
で
、『
楽

府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
が
各
種
出
版
さ
れ
、
同
時
に
鈔
本
も
流
通
し
て
い
た
情
況
は
、
張
炎
詞
論
が
歓
迎
さ
れ
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
浙
西
詞
派
隆
盛
の
も
と
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
張
炎
の
詞
論
は
、
清
朝
初
期
の
詠
物
篇
偏
重
を

脱
し
て
そ
の
全
体
が
尊
重
さ
れ
た
。
だ
が
限
界
も
指
摘
で
き
る
。
つ
と
に
康
煕
四
十
六
年
（
一
七
〇
七
）
の
『
御
撰
歴
代
詩
余
』
に
付

さ
れ
た
「
詞
話
」
は
、
清
空
篇
・
令
曲
篇
・
雑
論
第
三
条
の
蘇
軾
の
和
韻
・
第
七
条
の
雅
正
・
第
十
条
の
蘇
軾
評
・
第
十
四
条
の
元
好

問
評
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
後
の
『
古
今
詞
論
』『
古
今
詞
話
』『
詞
苑
叢
談
』『
詞
苑
萃
編
』
な
ど
も
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス

ト
か
ら
の
引
用
と
紹
介
に
止
ま
り
、
引
用
は
『
歴
代
詩
余
』
に
見
ら
れ
る
諸
篇
と
詞
源
篇
と
が
多
い
。
張
炎
詞
論
の
摂
取
が
全
体
と
し
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

て
で
は
な
く
好
評
を
博
す
る
項
目
に
偏
っ
て
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
清
空
・
雅
正
の
概
念
、
令
曲
の
難
し
さ
、
蘇

軾
詞
の
評
価
が
詞
壇
の
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。
清
空
説
受
容
の
状
況
を
次
に
見
た
い
。

　
　
　

四
、『
詞
源
』
二
巻
本
出
版
と
清
朝
後
期
以
降
の
清
空
説
の
受
容
拡
大

　

な
が
ら
く
鈔
本
で
伝
わ
っ
て
い
た
『
詞
源
』
二
巻
本
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
阮
元
（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
で
あ
る
。
彼

は
嘉
慶
年
間
に
入
手
し
た
元
鈔
本
を
筆
鈔
し
て
『
宛
委
別
蔵
』
に
収
録
し
た
。
ま
た
そ
の
目
録
に
「
詞
源
二
巻
提
要
、
宋
張
炎
撰
」
と

し
て
上
下
二
巻
の
大
体
を
紹
介
し
、

○
並
足
以
考
見
宋
代
楽
府
之
制
、
自
明
陳
仲
醇
改
竄
炎
書
刊
入
続
秘
笈
中
、
而
又
襲
用
沈
伯
時
楽
府
指
迷
之
名
、
遂
失
其
真
、

と
一
巻
本
の
混
乱
を
解
明
し
た
。
た
だ
実
際
に
は
、
秦
恩
復
（
一
七
六
〇
～
一
八
四
三
）
が
二
巻
本
『
詞
源
』（
以
下
、
秦
本
と
称
す
る
）
を

収
載
す
る
「
詞
学
叢
書
」
を
出
版
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。

　

秦
恩
復
は
嘉
慶
十
五
年
（
一
八
一
〇
）
に
初
版
を
出
版
し
た
。
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
刊
行
の
呉
衡
照
の
『
蓮
子
居
詞
話
』
は
、

初
刻
の
秦
本
を
指
し
て
、「
其
詞
源
上
下
巻
、
今
江
都
有
刊
本
（
巻
二
）」
と
い
う
。
秦
恩
復
は
初
版
を
戈
載
校
本
に
よ
っ
て
改
訂
し
、

道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
再
記
を
加
え
て
刊
行
し
た
。
こ
の
再
刻
本
が
最
善
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
様
子
は
、謝
章
鋌
（
一
八
二
〇

～
一
九
〇
三
）
の
「
詞
源
一
書
、
以
澹
生
居
士
刻
本
為
善
（『
賭
棋
山
荘
詞
話
』
巻
十
二
）」
に
う
か
が
わ
れ
る
。
秦
本
は
こ
れ
よ
り
後
に
出

版
さ
れ
る
二
巻
本
の
祖
本
と
な
っ
た
。
咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
跋
を
持
つ
「
粤
雅
堂
叢
書
」
所
収
本
、
光
緒
年
間
「
思
賢
書
局
所
刊

詞
学
書
」
所
収
本
、
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
の
「
楡
園
叢
刻
」
所
収
本
な
ど
二
巻
本
『
詞
源
』
は
次
々
と
校
訂
を
重
ね
て
、
民
国
に

至
る
ま
で
出
版
さ
れ
た
。
二
巻
本
『
詞
源
』
の
出
版
は
、
そ
れ
ま
で
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
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い
た
張
炎
詞
論
の
権
威
を
ま
す
ま
す
高
め
た
。
そ
の
表
れ
の
ひ
と
つ
が
清
空
説
の
ひ
ろ
が
り
で
あ
る
。

　

張
炎
の
詞
論
で
は
本
来
相
互
に
対
照
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
「
清
空
・
質
実
・
疏
快
」
の
三
概
念
の
な
か
か
ら
、
清
空
だ
け
が
元
朝

の
『
詞
旨
』
以
来
張
炎
詞
論
の
要
諦
と
さ
れ
た
。
清
朝
乾
隆
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）
年
間
に
隆
盛
を
極
め
た
浙
西
派
は
姜
夔
・
張
炎

を
尊
崇
し
た
か
ら
、
彼
ら
の
詞
論
に
お
い
て
清
空
篇
へ
の
言
及
が
多
い
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
の

自
序
に
周
邦
彦
を
作
詞
の
到
達
点
と
主
張
し
た
張
恵
言
の
『
詞
選
』
刊
行
の
こ
ろ
か
ら
、
常
州
派
が
台
頭
す
る
。
し
か
し
清
空
説
に
対

す
る
批
判
は
お
こ
ら
ず
そ
の
後
も
詞
壇
全
体
に
普
及
し
、
清
空
を
言
う
詞
論
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
さ
ら
に
は
張
炎
の
清
空
質
実

の
説
を
離
れ
て
各
詞
論
に
合
わ
せ
て
別
の
概
念
と
結
び
も
し
た
。
重
複
は
省
略
し
て
以
下
に
列
挙
す
る㉕

。

清
空
騒
雅
、
清
空
婉
約
：
馮
金
伯
『
詞
苑
萃
編
』
嘉
慶
十
一
年
（
一
八
〇
六
）
刊 

清
空
善
転
：
『
蓮
子
居
詞
話
』

清
空
一
気
、
清
空
舒
展
、
老
健
清
空
、
清
空
幽
婉
：
杜
文
瀾
（
一
八
一
五
～
一
八
八
一
）『
憇
園
詞
話
』
光
緒
十
年
（
一
八
八
五
）
校

清
空
超
脱
：
黄
氏
（
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
挙
人
）『
蓼
園
詞
評
』
一
九
二
〇
年
排
印

清
空
宛
委
：
李
佳
『
左
庵
詞
話
』
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）

清
空
妥
溜
、
婉
約
清
空
：
江
順
詒
（
一
八
二
二
～
一
八
八
九
）『
詞
学
集
成
』

　

こ
の
よ
う
な
四
字
成
語
化
は
、
第
二
節
の
明
朝
詩
論
で
も
見
ら
れ
た
。
胡
応
麟
の
「
清
空
簡
遠
」「
清
空
文
弱
」「
婉
転
清
空
」「
清

空
雅
淡
」「
清
空
流
暢
」、
屠
隆
の
「
清
空
流
利
」、
許
学
夷
の
「
流
暢
清
空
」、
京
嗣
宗
の
「
清
空
流
転
」、
廬
世
㴶
の
「
清
空
一
気
」

な
ど
で
あ
る
。
清
朝
詞
論
で
も
同
様
に
四
字
成
語
化
が
お
こ
っ
た
こ
と
は
、
清
空
と
い
う
概
念
が
詞
壇
全
体
で
自
明
の
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
の
詞
論
も
特
に
解
説
を
付
さ
な
い
し
、『
憇
園
詞
話
』
は
「
健
」
と
結
ぶ
な
ど
独
特
の

用
法
と
な
っ
て
い
て
、
本
当
に
同
一
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
疑
問
で
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
明
朝
詩
論
で
は
「
流
」
や
「
転
」
と
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

結
ぶ
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
清
朝
詞
論
で
は
「
雅
」
や
「
婉
」
と
親
和
的
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
清
空
騒
雅
」
に
典
型
的

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
清
朝
文
人
が
持
っ
て
い
た
雅
俗
観
の
も
と
で
、
清
空
の
概
念
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
「
清
空
質
実
」
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
「
姜
夔
白
石
」
と
「
呉
文
英
夢
窓
」
に
つ
い
て
そ
の
詞
の
印
象
を
比
喩
し
た
「
姜
白
石
詞
、

如
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
跡
」「
呉
夢
窓
詞
、
七
宝
楼
台
、
眩
人
眼
目
、
砕
拆
下
来
、
不
成
片
段
」
は
、
姜
夔
と
呉
文
英
の
特
質
を
端
的

に
言
い
表
す
こ
と
に
成
功
し
、印
象
に
強
く
残
る
。
後
者
の
字
句
は
先
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
も
引
か
れ
て
い
た㉖

が
、曹
炳
曽
「
書

姜
白
石
集
後
」
や
『
絶
妙
好
詞
箋
』
を
は
じ
め
清
朝
中
期
以
後
ほ
と
ん
ど
の
詞
話
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

『
宋
七
家
詞
選
』
よ
り
後
、
つ
ま
り
二
巻
本
『
詞
源
』
出
版
以
降
で
は
、『
詞
源
』
や
張
炎
と
い
っ
た
名
前
を
明
記
し
な
い
も
の
も
多
い
。

白
石
之
詞
、
清
気
盤
空
、
如
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
跡
：
戈
載
「
姜
尭
章
詞
選
跋
」

嘗
謂
呉
夢
窓
詞
之
七
宝
楼
台
、
照
人
眼
目
：
俞
樾
（
一
八
二
一
～
一
八
六
一
）「
玉
可
庵
詞
存
序
」

昔
人
謂
呉
夢
窓
詞
之
七
宝
楼
台
、
眩
人
眼
目
、
砕
拆
下
来
、
不
成
片
段
：
『
左
庵
詞
話
』

昔
人
謂
呉
夢
窓
詞
、
如
七
宝
楼
台
、
眩
人
眼
目
、
砕
拆
下
来
、
不
成
片
段
：
陳
廷
焯㉗
（
一
八
五
三
～
一
八
九
二
）『
詞
壇
叢
話
』

七
宝
楼
台
、
蓋
薄
之
之
辞
：
張
祥
齢
（
？
～
一
九
一
三
）『
詞
論
』

七
宝
楼
台
、
本
無
事
修
月
手
矣
：
梁
啓
超
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）『
飲
冰
室
評
詞
』

　

有
名
な
清
空
篇
も
冒
頭
だ
け
を
受
容
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
の
詞
人
に
は
簡
略
で
わ
か
り
や
す
い
。
そ
の
部
分
だ
け
が
一
種
の
口

号
と
な
っ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
右
の
よ
う
な
文
章
の
背
景
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

五
、『
詞
源
』
と
音
楽
理
論
研
究
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秦
恩
復
に
よ
る
『
詞
源
』
の
公
刊
と
そ
れ
に
続
く
諸
本
の
版
行
は
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
清
朝
前
期
の
情
況
を
拡
大
し
た
だ
け
で

な
く
、
清
朝
中
期
の
詞
壇
に
新
た
な
刺
激
を
与
え
た
。
上
下
二
巻
本
の
登
場
に
よ
っ
て
よ
り
精
密
な
『
詞
源
』
研
究
が
可
能
に
な
っ
た

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
詞
の
音
楽
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。『
詞
源
』
二
巻
本
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
楽

府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
に
無
い
巻
上
の
す
べ
て
と
巻
下
の
音
譜
・
拍
眼
篇
そ
れ
に
雑
論
第
一
・
九
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
五
条
を
読
む

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
雑
論
以
外
こ
れ
ら
は
す
べ
て
楽
理
に
関
わ
る
篇
で
あ
る
。

　

韻
律
へ
の
言
及
は
焦
循
（
一
七
六
三
～
一
八
二
〇
）『
雕
菰
楼
詞
話
』
に
始
ま
る
。
秦
恩
復
か
ら
初
版
の
『
詞
源
』
を
送
ら
れ
た
彼
は
、

○
已
而
秦
太
史
敦
夫
以
新
刻
張
玉
田
『
詞
源
』
見
遺
、
内
一
条
記
其
先
人
賦
瑞
鶴
仙
…
…
撲
字
不
協
、
遂
改
為
守
字
、
始
協
。

又
作
惜
花
春
早
起
云
…
…
深
字
音
不
協
、
改
為
幽
字
、
又
不
協
、
改
為
明
字
、
歌
之
始
協
。
…
…
故
平
声
字
可
為
上
入
者
、
此
也
、

と
、
音
譜
篇
に
記
さ
れ
た
張
炎
の
父
の
逸
事
を
引
い
た
あ
と
、
撲
・
深
の
二
文
字
が
不
協
で
、
守
・
明
の
二
字
が
協
で
あ
る
理
由
を
解

説
し
て
い
る
。
彼
が
『
詞
源
』
を
手
に
し
た
と
き
最
も
注
目
し
た
の
は
、
そ
の
精
密
な
詞
律
理
論
で
あ
っ
た
。

　

詞
楽
理
論
の
引
用
は
『
憇
園
詞
話
』
に
始
ま
る
。
詞
譜
声
律
の
総
論
と
し
て
有
名
な
『
憇
園
詞
話
』
巻
一
「
論
詞
三
十
則
」
は
、
第

六
則
に『
詞
源
』二
巻
本
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
作
詞
五
要
」全
文
を
引
用
す
る
。
ま
た
巻
三
に「
結
声
正
訛
」へ
の
言
及
も
あ
る
が
、『
詞

源
』
を
正
面
に
据
え
て
の
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
後
引
用
さ
れ
た
箇
所
も
ほ
ぼ
巻
上
の
「
結
声
正
訛
・
謳
曲
旨
要
」
の
二
篇
と

巻
下
の
音
譜
・
拍
眼
篇
に
限
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
楽
律
を
は
な
れ
て
も
四
声
な
ど
の
声
律
に
益
す
る
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
篇

に
言
及
す
る
の
は
下
記
の
三
種
の
詞
話
に
す
ぎ
な
い
。

「
十
二
律
呂
」「
管
色
応
指
譜
」
：
沈
曽
植
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
二
）『
菌
閣
瑣
談
』
附
録
「
海
日
楼
叢
鈔
」

「
十
二
律
呂
」
：
劉
煕
載
（
一
八
一
三
～
一
八
八
一
）『
詞
概
』
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
刊

「
五
音
相
生
」「
律
生
八
十
四
調
」
：
張
徳
瀛
（
一
八
六
一
～
？
）『
詞
徴
』



―19―

文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

　
『
詞
源
』
だ
け
で
は
楽
理
研
究
の
資
料
と
し
て
は
不
十
分
だ
が
、
従
来
の
『
宋
史
』「
楽
志
」
や
『
白
石
道
人
歌
曲
』、
宋
代
の
筆
記

に
よ
る
研
究
に
、
体
系
的
な
記
述
を
持
つ
『
詞
源
』
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
だ
が
音
楽
理
論
に
は
専
門
家
の

議
論
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
清
詞
は
す
で
に
音
楽
を
失
っ
た
、
つ
ま
り
張
炎
が
主
張
し
た
よ
う
な
音
楽
と
一
体
と
な
っ
た
詞

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
『
詞
源
』
巻
上
は
、
詞
の
音
楽
の
復
元
を
試
み
る
人
々
や
詞
律
に
特
に
明
る
い
人
々
に
と
っ
て
は
大
変
貴

重
な
資
料
と
な
っ
た㉘

が
、
韻
文
文
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
填
詞
を
楽
し
ん
だ
多
く
の
詞
人
に
と
っ
て
は
理
解
し
き
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
と
も
か
く
も
詞
の
韻
律
の
複
雑
さ
を
印
象
づ
け
、
そ
れ
が
詞
は
詩
よ
り
も
高
度
な
韻
文
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
た
せ
た
の
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

張
炎
詞
論
は
現
在
で
は
ま
と
ま
っ
た
詞
論
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
必
ず
参
照
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
評
価

が
定
着
し
た
の
は
総
じ
て
み
る
と
清
朝
中
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
詞
を
填
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
詞
論
書
は
参
考
書
に
す
ぎ
な
い
。

明
清
両
朝
に
お
け
る
詞
集
発
行
と
の
関
係
な
ど
本
稿
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
詞
選
集
の
編
纂
と
同
様
の
位
置
づ
け
が
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
明
朝
中
頃
か
ら
作
者
が
誰
で
あ
る
か
も
詮
索
さ
れ
な
い
ま
ま
に
張
炎
の
詞
論
は
読
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
文
芸
論
と
し
て
精
密
に
読
み
解
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
清
朝
に
至
っ
て
鮮
明
に
な
る
。
考
証
学
と
い
う
学
術
界
の
新
し
い
動
向
を

示
す
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
研
究
結
果
は
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
、
読
書
人
と
刺
激
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
詞
学
研
究
は
進
展
し
、
そ

こ
で
よ
う
や
く
張
炎
詞
論
の
高
い
評
価
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
張
炎
詞
論
の
精
髄
と
し
て
清
空
説
が
取
り
出
さ

れ
、
高
度
な
韻
文
文
学
と
し
て
の
詞
を
填
す
る
人
々
の
あ
い
だ
で
常
識
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
歌
辞
論
と
し
て
の
受
容
は
細
い
流

れ
な
が
ら
も
元
朝
以
降
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
詩
詞
曲
の
垣
根
を
越
え
て
受
容
さ
れ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
詞
が
様
々

な
文
体
の
中
間
的
な
存
在
と
し
て
あ
り
得
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か㉙

。
戯
曲
と
の
関
係
や
曲
論
と
の
交
渉
は
今
後
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の
課
題
と
し
た
い
。

　

注
①　

詞
源
研
究
会
編
著
『
宋
代
の
詞
論
』
解
題
、
中
国
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。
本
稿
は
説
明
の
都
合
上
こ
れ
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
際
に
は
必

要
な
事
柄
の
み
に
絞
っ
た
の
で
、
詳
し
く
は
本
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

②　
『
詞
話
叢
編
』
に
は
元
人
の
著
作
と
し
て
『
詞
旨
』
の
ほ
か
に
『
呉
礼
部
詞
話
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
詞
源
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
は
な
い
。

③　
『
全
明
詞
』
に
つ
い
て
は
遺
漏
を
補
う
論
文
が
続
い
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
作
者
数
作
品
数
と
も
に
さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

王
兆
鵬
・
胡
暁
燕
「『
全
明
詞
』
漏
収
一
〇
〇
〇
首
補
目
」（
上
海
大
学
学
報
十
二
巻
一
期
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）
な
ど
。

④　

そ
れ
ぞ
れ
『
全
明
詞
』
三
十
八
頁
、
五
十
八
頁
、
五
十
九
頁
。

⑤　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
陸
心
源
十
万
巻
楼
旧
蔵
の
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）
鈔
本
『
詞
源
』
も
同
系
統
。

⑥　

刷
り
の
状
態
か
ら
こ
の
中
で
は「
欣
賞
編
」が
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
。『
欣
賞
編
』に
は
多
く
の
版
が
あ
り
、正
徳
六
年（
一
五
一
一
）序『
欣
賞
編
十
種
』

が
正
徳
中
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
王
重
民
撰
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
に
は
『
楽

府
指
迷
』を
収
載
し
な
い
。『
楽
府
指
迷
』を
収
載
す
る『
欣
賞
編
六
十
八
種
』『
欣
賞
編
別
本
』『
重
訂
欣
賞
編
』は
そ
の
書
体
か
ら
い
ず
れ
も
万
暦
に
は
い
っ

て
か
ら
の
出
版
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑦　

筆
者
が
調
査
し
た
の
は
内
閣
文
庫
蔵
『
詩
余
広
選
』
十
六
巻
、
雑
説
一
巻
、
徐
卓
晤
歌
一
巻
。
明
・
卓
人
月
選
、
徐
士
俊
評
。
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）

の
序
を
持
ち
、明
刊
『
楽
府
指
迷
』
名
諸
本
の
な
か
で
は
最
も
遅
い
。『
草
堂
詩
余
』『
古
今
詞
統
』
の
名
で
も
出
版
さ
れ
、比
較
的
よ
く
読
ま
れ
た
よ
う
だ
。

明
人
の
詞
も
含
め
て
詞
牌
に
よ
っ
て
分
類
し
た
詞
選
集
で
、
頭
注
お
よ
び
圏
点
を
施
す
。
集
中
に
張
炎
の
詞
は
採
録
し
な
い
。
卓
人
月
は
詩
詞
曲
を
作
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

り
官
職
に
は
つ
か
な
か
っ
た
。
徐
士
俊
は
雑
劇
も
数
多
く
作
っ
て
い
る
。
前
掲
『
宋
代
の
詞
論
』
上
梓
後
、
目
に
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

⑧　

以
上
の
特
徴
は
後
述
の
城
書
室
蔵
版
『
山
中
白
雲
詞
』
付
録
「
玉
田
先
生
楽
府
指
迷
」（
以
下
、
城
書
室
本
と
称
す
る
）
と
一
致
す
る
が
、
文
字
に
つ

い
て
は
異
同
が
あ
る
。
ま
た
雑
論
は
『
詞
源
』
名
テ
キ
ス
ト
と
一
致
す
る
。
詞
選
集
に
付
録
さ
れ
た
詞
論
は
あ
く
ま
で
も
付
録
で
あ
っ
て
、
標
目
も
立

て
な
い
し
、
詞
を
全
首
挙
げ
な
く
て
も
詞
牌
詞
序
を
記
せ
ば
本
編
を
見
て
作
品
全
部
を
読
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

⑨　

清
・
王
又
華
『
古
今
詞
論
』「
楊
升
庵
（
楊
慎
）
詞
論
」
に
は
次
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

○
楊
升
庵
曰
：
玉
田
清
空
二
字
、
詞
家
三
昧
尽
矣
。
学
者
必
在
心
伝
耳
伝
、
以
心
会
意
、
有
悟
入
処
。
又
須
跳
出
窠
臼
、
時
標
新
意
、
自
成
一
家
。

若
屋
下
架
屋
、
則
為
人
之
臣
僕
。

　
　

王
又
華
は
楊
慎
の
言
葉
と
す
る
が
、
こ
の
文
章
は
先
に
挙
げ
た
『
詞
旨
』「
詞
説
七
則
」
其
五
で
あ
る
。
楊
慎
『
詞
品
』
に
は
こ
の
文
章
は
な
く
、
王

又
華
の
典
拠
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
王
又
華
の
『
古
今
詞
論
』
張
炎
詞
論
の
引
用
は
お
そ
ら
く
鈔
本
に
よ
っ
て
お
り
、

楊
慎
詞
論
も
『
詞
品
』
で
は
な
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
楊
慎
の
在
世
中
に
は
『
詞
源
』
な
い
し
は
『
楽
府
指
迷
』
名
の
テ
キ
ス
ト

は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
楊
慎
が
『
詞
旨
』
か
『
詞
旨
』
と
合
冊
さ
れ
た
『
楽
府
指
迷
』
の
鈔
本
を
見
て
引
用
し
た
も
の
を
、
王
又
華
が
誤
っ
て

楊
慎
自
身
の
文
章
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩　

陳
霆
が
蘇
軾
、
蘇
軾
と
和
韻
し
た
章
質
夫
、
周
邦
彦
、
辛
棄
疾
ら
に
和
韻
し
た
り
、
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
進
士
で
あ
る
孫
楼
（
一
五
一
五

～
一
五
四
六
）
が
柳
永
、
周
邦
彦
、
蘇
軾
ら
に
次
韻
し
た
り
し
た
の
が
王
世
貞
に
先
行
す
る
。
し
か
し
王
世
貞
の
提
唱
し
た
北
宋
詞
人
た
ち
へ
の
和
韻

が
多
数
試
み
ら
れ
る
の
は
、
范
守
己
や
茅
維
な
ど
万
暦
中
に
進
士
及
第
を
果
た
す
世
代
で
あ
る
。

⑪　
『
明
代
詞
選
研
究
』
秀
威
資
訊
科
技
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
年
。

⑫　

王
世
貞
の
詩
論
書
『
明
詩
評
』
の
高
啓
の
評
に
は
「
縦
負
可
点
之
瑕
、
奚
廃
連
城
之
賞
、
詞
家
射
鵰
手
也
」
と
あ
る
。
射
鵰
手
は
来
歴
を
持
つ
言
葉

で
は
あ
る
が
、
令
曲
篇
に
は
「
亦
詞
家
之
射
鵰
手
」
と
あ
り
、
張
炎
の
詞
論
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、『
詩
余
広
選
』
の
編
者
卓
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人
月
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（『
明
人
室
名
別
称
字
号
索
引
』
の
卓
人
月
の
項
目
に
は
王
世
貞
『
弇
州
山
人
続
稿
』
を
挙
げ
る
）。

⑬　

王
世
貞
「
二
酉
山
房
記
」。

⑭　
「
風
神
」
は
姜
夔
の
書
論
『
続
書
譜
』
の
眼
目
で
あ
る
。

⑮　

彼
ら
の
う
ち
孟
浩
然
の
排
律
に
つ
い
て
は
、

　
　

○
襄
陽
時
得
大
篇
、
清
空
雅
淡
、
逸
趣
翩
翩
然
、（
内
篇
巻
四
「
近
体
上
・
五
言
」）

　

と
、
や
は
り
清
空
を
用
い
て
評
し
て
い
る
。

⑯　

そ
れ
ぞ
れ
『
少
室
山
房
筆
叢
』「
二
酉
綴
遺
」
下
、『
新
曲
苑
』
胡
応
麟
「
曲
考
」。

⑰　
『
填
詞
雑
説
』は
張
世
文
の
二
首
の
詞
を
評
す
る
の
に
、雑
論（『
楽
府
指
迷
』名
テ
キ
ス
ト
で
は
第
六
条
、『
詞
源
』名
テ
キ
ス
ト
で
は
第
十
四
条
、以
下『
楽

府
指
迷
』『
詞
源
』
と
略
記
）
に
元
好
問
の
詞
を
評
し
て
述
べ
ら
れ
た
「
風
流
蘊
藉
、
不
減
周
秦
」
を
用
い
、『
遠
志
斎
詞
衷
』
は
雑
論
（『
楽
府
指
迷
』

第
二
条
、『
詞
源
』
第
三
条
）
を
踏
ま
え
て
「
張
玉
田
謂
詞
不
宜
和
韻
」
と
論
を
展
開
す
る
。『
金
粟
詞
話
』
は
詞
源
篇
（『
詞
源
』
序
）
を
踏
ま
え
て
「
宋

人
張
玉
田
論
詞
、
極
推
少
游
・
竹
屋
・
白
石
・
梅
渓
・
夢
窓
諸
家
、
而
稍
詘
美
成
」
と
述
べ
る
。

⑱　
『
古
今
詞
話
』
に
は
朱
彝
尊
の
言
葉
と
し
て
「
言
詞
必
称
北
宋
、
至
南
宋
始
極
其
工
、
至
宋
季
始
極
其
変
、
姜
白
石
最
為
傑
出
。
…
張
炎
玉
田
集
、
汪

晋
賢
所
購
、
合
之
周
雪
客
所
抄
、
曁
虞
山
呉
氏
所
蔵
、
尚
云
未
尽
」
と
い
う
。

⑲　

張
宏
生
『
清
代
詞
学
的
建
構
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

⑳　

な
ぜ
な
ら
ば
、『
詞
源
』
巻
下
の
各
篇
の
う
ち
王
又
華
が
採
録
し
な
か
っ
た
「
意
趣
・
賦
情
・
離
情
」
の
三
篇
は
城
書
室
本
に
も
な
い
こ
と
、
字
面
篇

の
「（
字
字
）
推
敲
響
亮
」
及
び
令
曲
篇
の
「（
詞
難
）
于
小
令
」
が
城
書
室
本
に
特
徴
的
な
異
文
（
明
刊
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
敲
打
得
響
」「
于
令
曲
」）

だ
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
城
書
室
本
に
は
「
作
詞
五
要
」
が
収
録
さ
れ
な
い
の
で
、『
古
今
詞
論
』
巻
頭
の
楊
守
斎
詞
論
は
別
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
明
刊
本
が
「
楊
誠
斎
」
と
す
る
の
と
異
な
っ
て
正
し
く
「
楊
守
斎
」
つ
ま
り
楊
纉
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
或
い
は
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文
芸
論
に
み
る
張
炎
詞
論
の
受
容

城
書
室
本
本
文
と
同
系
統
で
「
作
詞
五
要
」
も
収
録
す
る
未
見
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

㉑　

そ
の
ほ
か
一
七
八
四
年
刊
行
の
『
雨
村
詞
話
』、
時
代
は
か
な
り
下
る
が
『
詞
学
集
成
』
も
「
作
詞
五
要
」
の
著
者
を
「
楊
誠
斎
」
と
す
る
。

㉒　

下
文
の
〔　

〕
内
が
注
記
。
詞
源
篇
「
可
傚
倣
之
詞
〔
疑
脱
一
不
字
〕
独
一
美
成
而
已
」、
虚
字
篇
末
〔
疑
有
脱
悞マ
マ

〕、
雑
論
第
七
条
「
辛
稼
軒
劉
改

之
作
豪
気
詞
〔
別
本
無
此
字
〕
雅
詞
也
」。

㉓　
「
范
白
舫
所
刊
書
」
所
収
『
詞
源
』
二
巻
本
付
記
。

㉔　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
九
九
「
集
部
詞
曲
類
存
目
」
に
は
す
べ
て
張
炎
『
楽
府
指
迷
』
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。『
夢
窓
稿
四
巻
補
遺
一
巻
』

提
要
に
清
空
篇
の
「
七
宝
楼
台
云
々
」
を
、『
竹
屋
痴
語
一
巻
』
提
要
に
詞
源
篇
（『
詞
源
』
で
は
「
序
」）
の
「
数
家
格
調
不
凡
云
々
」
を
引
用
す
る
。

ま
た
本
文
中
の
先
に
あ
げ
た
『
尊
前
集
』
提
要
の
「
粤
自
隋
唐
以
来
云
々
」
は
詞
源
篇
。
巻
二
〇
〇
所
収
『
後
村
別
調
一
巻
』
提
要
に
は
「
張
炎
楽
府

指
迷
、
譏
其
直
致
近
俗
、
効
稼
軒
而
不
及
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
く
文
は
『
詞
源
』
で
は
な
い
。

㉕　
『
詞
壇
叢
話
』『
白
雨
斎
詞
話
』『
詞
説
』
で
の
「
清
虚
騒
雅
」
も
『
楽
府
指
迷
』
名
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
け
ば
こ
こ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

㉖　

注
㉔
を
参
照
。

㉗　

陳
廷
焯
に
は
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
序
の
『
白
雨
斎
詞
話
』
も
あ
り
、「
白
石
則
白
雲
在
空
、
随
風
変
滅
」「
又
七
宝
楼
台
、
不
容
拆
砕
」
と
言

い
換
え
て
い
る
。

㉘　

焦
循
に
は
『
劇
説
』『
花
部
農
譚
』
の
曲
論
が
、
劉
煕
載
に
も
『
芸
概
』
に
「
曲
概
」
が
あ
る
。
詞
楽
研
究
は
曲
の
研
究
と
と
も
に
行
わ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

㉙　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
検
索
の
便
利
の
た
め
に
『
詞
話
叢
編
』『
全
明
詞
』『
全
明
詩
話
』『
詞
籍
序
跋
萃
編
』
な
ど
に
よ
っ
た
。
最
善
の

テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。


